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広域系統整備計画の進捗状況について
（報告）

2023年5月26日
広域系統整備委員会事務局

第68回 広域系統整備委員会
資料2
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◼ 業務規程第62条（広域系統整備計画の進捗状況の把握）に基づき、広域系統整備計

画の進捗状況を報告する。

ご報告事項

1. 東京中部間連系設備に係る広域系統整備計画（第22回 進捗報告）

• 2016年6月 広域系統整備計画策定

• 2027年度末 増強完了予定

2. 東北東京間連系線に係る広域系統整備計画（第21回 進捗報告）

• 2017年2月 広域系統整備計画策定

• 2027年11月 増強完了予定

3. 北海道本州間連系設備に係る広域系統整備計画（第8回 進捗報告）

• 2021年5月 広域系統整備計画策定

• 2027年度末 増強完了予定



3広域系統整備計画の進捗状況の報告内容について

◼ 前回の第67回広域系統整備委員会(2023年3月29日開催)にて、東京中部間連系設備
に係る広域系統整備計画佐久間東幹線（山線）他増強工事の工事費増額に関して検証
した結果について報告した。

◼ その中で、今後のコスト管理のガバナンス強化として既存の仕組みを見直すこととしており、その
ひとつの方法として、例えば、四半期報告の一環として設計の進捗やそれに伴う工事費の変動
状況についても、より詳細に状況把握を行うことを挙げている。

◼ 現在、広域系統整備計画の各件名について、工事実施主体から工事費等の状況を確認中
であり、一部件名では、物価上昇による影響について連絡を受けている状況である。

◼ 今後、各案件毎に状況を詳細確認するとともに、四半期報告における工事費の具体的な報
告方法等について、事務局にて整理を行い、別途お示しすることとしたい。

◼ そのため、本日は、主に工事の状況・工程面での進捗状況について報告を行う。



4（参考）佐久間東幹線（山線）他増強工事の工事費増額に関する検証結果

東京中部間連系設備に係る広域系統整備計画佐久間東幹線（山線）他増強工事の

工事費増額に関する検証結果について（検証取りまとめ）抜粋 2023年3月27日

9.計画策定プロセス及びコスト検証に関する今後の見直しの必要性

（中略）

＜広域機関としての課題＞

✓ コストの管理体制という点では、設計の進展に伴う変化や工事の進捗、工事費の増額の可能
性について広域機関としても事実を把握したタイミングが遅く、電発NWへのガバナンスという面
で反省すべき点である。このため、改めてコスト管理のプロセスを整理し、より明確化すべきではな
いか。特に、近年の物価変動などで工事への影響が発生する可能性もあり、コスト管理を強化
する必要もあると考える。

（中略）

＜コスト管理に関する対応の考え方＞

✓ コスト管理に関するガバナンス強化としては、既存の仕組みを見直すことで取り組むことを考えて
はどうか。現在、広域機関は業務規程第62条及び送配電等業務指針第53条の規定に基づ
き、四半期ごとに「進捗状況及び今後の見通しを把握するために必要な情報」について提出を
求め、広域系統整備委員会に報告を行っている。例えば、この四半期報告の一環として、設
計の進捗やそれに伴う工事費の変動状況についても、より詳細について事業実施主体に対し
て報告を求め、コスト面での状況把握、審議をコスト小委で行う仕組みとすることが考えられ
る（四半期報告での報告頻度や内容等の詳細については工事規模や工事の進捗状況により
柔軟に対応することを想定）。

（以下省略）
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【業務規程】
（広域系統整備計画の進捗状況の把握）
第６２条 本機関は、広域系統整備計画の策定後、事業実施主体から必要な情報の提出を受け、同計画の進捗状況
を把握する。

２ 本機関は、前項の規定により提出された情報に基づき、必要に応じて現地確認を行い、広域系統整備計画の工
程の遅延の有無等を確認するとともに、その内容を設備形成に係る委員会に報告する。

３ 本機関は、広域系統整備計画の進捗の遅延等により当該広域系統整備計画の目的に影響があると認めた場合
は、その対応について設備形成に係る委員会において検討を行う。

【送配電等業務指針】
（広域系統整備計画決定後の情報提供）
第５３条 事業実施主体として選定された者は、本機関に対し、次の各号に掲げる時期に、次の情報を提出する。
一 広域系統整備計画決定後速やかに 広域系統整備計画の主要工程
二 四半期ごと 本機関が進捗状況及び今後の見通しを把握するために必要な情報
２ 広域系統整備計画の進捗状況の確認は、業務規程第６２条第１項の規定により、前項の規定により提出された
情報に基づき、本機関が行う。

（参考）関連規程類
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1. 東京中部間連系設備に係る広域系統整備計画

2. 東北東京間連系線に係る広域系統整備計画

3. 北海道本州間連系設備に係る広域系統整備計画



71-1 進捗状況の確認

◼ 事業実施主体（東京電力パワーグリッド、中部電力パワーグリッド、電源開発送変電ネットワー
ク）より送配電等業務指針第53条に基づき四半期（2023年3月末時点）の進捗状況が提
出され、電源開発送変電ネットワーク実施の①、②、③工事において、必要な関係法令に基づ
く許認可対応の一部に遅れが生じているが、現時点で運開時期に遅延がないことを確認した。

佐久間FC

東清水FC

新富士東栄

⑤新佐久間FC新設
◼ 調査・測量(済)
◼ 土木設計、発注(済)
◼ 用地対応
◼ 主要機器発注手続き
◼ 土木工事

①佐久間東幹線（山線）増強
②佐久間東幹線FC分岐線新設

◼ 調査・測量
◼ 用地対応
◼ 鉄塔、基礎設計
◼ 鉄塔、電線発注手続き
◼ 鉄塔、基礎工事

⑦東清水線新設
◼ 調査・測量(済)
◼ 用地対応
◼ 鉄塔、基礎設計(済)
◼ 鉄塔電線発注手続き
◼ 請負工事契約(済)
◼ 準備工事

⑥東清水FC増強
◼ 調査・測量(済)
◼ 主要機器、土木、建築、電気工
事発注・契約(済)

◼ 土木、建築設計(済)
◼ 土木、建築、電気工事

⑧新富士変電所変圧器増設
◼ 調査
◼ 主要機器設計
◼ 主要機器発注手続き

⑨静岡変電所変圧器増設
◼ 主要機器発注手続き

⑩東栄変電所変圧器増設
◼ 調査・測量(済)
◼ 土木、電気工事発注（済）
◼ 土木、電気設計(済)
◼ 電気工事
◼ 土木工事

併架

駿遠

静岡 新佐久間FC

➂佐久間東栄線増強
④佐久間東栄線FC分岐線新設

◼ 調査・測量
◼ 用地対応
◼ 鉄塔、基礎設計



81-2 主要工程

年度
区分

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

①、②、③、④
佐久間東幹線(山線)
増強
佐久間東栄線 他
(電源開発送変電NW)

⑤新佐久間FC新設
(電源開発送変電NW)

⑥東清水FC増強
（中部電力PG）

⑦東清水線新設
（東京電力PG）

⑧新富士変電所
変圧器増設

（東京電力PG）

⑨静岡変電所
変圧器増設

（中部電力PG）

➉東栄変電所
変圧器増設

（中部電力PG）

2016.7変更供給計画届出・主要工程表提出

設計・発注契約・製作

FCへの送電線
接続完了他

FC
運開設計・発注契約・製作

施工

着工

施工

試験

試験

施工

着工
運開

着工 運開

着工 運開

試験

着工

設計 施工

設計 施工

調査・測量等

設計・発注契約・製作

用地対応等

2016.11着手

送電線
全線運開

調査・測量等

用地対応等

調査・測量等

着手

着手

設計 施工

着工

運開
調査・測量等

着手

施工

着工
用地対応等・設計

2023.3末進捗



91-3 工事の状況（①佐久間東幹線（山線）増強）

基礎掘削(11工区)

鉄塔組立(12工区)

2023年2月13日 撮影
2023年2月17日 撮影

2023年3月15日 撮影2023年1月11日 撮影



101-3 工事の状況（⑤新佐久間FC新設）

撮影②土捨場沈砂池部

（2023年2月27日撮影）

（2023年2月27日撮影）

土砂置場

撮影②

撮影①

敷地部

撮影①改修水路末端部



111-3 工事の状況（⑥東清水FC増強（3号FC））

①3FCヤード（2023年3月20日撮影）

① ②

②1FCヤード（2023年3月20日撮影）



121-3 工事の状況（➉東栄変電所変圧器増設）

変圧器増設箇所

変圧器増設に伴う
送電線移設箇所

（2023年3月9日撮影）



13（参考）工事概要

事業実施主体 主な工事

東京電力パワーグリッド ⑦東清水線新設、⑧新富士変電所変圧器増設

中部電力パワーグリッド ⑥東清水FC増強、⑨静岡変電所変圧器増設、⑩東栄変電所変圧器増設※

電源開発送変電
ネットワーク

⑤新佐久間FC新設、
①、②、③、④佐久間東幹線（山線）増強･佐久間東栄線増強※他

※関連地内系統整備を含む
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1. 東京中部間連系設備に係る広域系統整備計画

2. 東北東京間連系線に係る広域系統整備計画

3. 北海道本州間連系設備に係る広域系統整備計画



152-1 進捗状況の確認

◼ 事業実施主体（東北電力ネットワーク、東京電力パワーグリッド）より送配電等業務指針第
53条に基づき四半期（2023年3月末時点）の進捗状況が提出され、工程及び運開時期に
遅延がないことを確認した。

③相馬双葉幹線接続変更
◼ 調査・測量(済)
◼ 鉄塔・基礎設計(済)
◼ 用地対応
◼ 鉄塔材発注手続き
◼ 基礎、鉄塔工事

④宮城丸森開閉所への既設500kV送電線
引込
◼ 調査・測量
◼ 用地対応(済)
◼ 鉄塔・基礎設計⑤宮城丸森開閉所新設

◼ 調査・測量(済)
◼ 電気、土木設計(済)
◼ 主要機器発注(済)
◼ 土木、建築、電気工事

⑥宮城中央変電所500kV送電線引出
◼ 調査等(済)
◼ 主要機器発注(済)
◼ 電気、土木設計

新福島（変）

①宮城丸森幹線新設
◼ 調査・測量(済)
◼ 用地対応
◼ 鉄塔・基礎設計(済)
◼ 準備工事（伐採・仮設造成）
◼ 工事発注手
◼ 鉄塔材発注
◼ 基礎工事

②丸森いわき幹線新設
◼ 調査・測量
◼ 用地対応
◼ 鉄塔・基礎設計

発電所

変電所

開閉所
500kV送電線

275kV送電線

黒：既設

赤：対策箇所

緑：短工期対策箇所

南いわき（開）

新いわき（開）

福島幹線山線

西仙台(変)

南相馬（変）

宮城(変)

宮城中央(変)

常磐北幹線

常磐南幹線

川内線

相馬双葉幹線



162-2 主要工程

2023.3末進捗



172-3 工事の状況（①宮城丸森幹線新設）

宮城中央(変)

西仙台(変)

新地火力

仙台市

宮城丸森(開)

常磐幹線(北)

新地火力線

宮城丸森幹線

白石市

A．仮設造成工事
Ｃ．基礎工事

B．仮設造成工事

Ｄ．伐採工事

Ｅ．基礎工事

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｆ．基礎工事

【工事実施状況】
本体工事（基礎工事）
準備工事（伐採・仮設造成）

【撮影時期】 2023年1月上旬～2023年1月下旬



182-3 工事の状況（③相馬双葉幹線接続変更）

A．伐採工事 B．鉄塔基礎工事

Ｃ

Ｂ

Ａ

宮城丸森(開)

丸森いわき幹線

東京電力PG
福島幹線山線

新地アクセス線

相馬双葉幹線

南相馬(変)

相馬双葉幹線
接続変更

東京電力PG
新福島(変)

福島市

郡山市

東京電力PG
南いわき(開)

常磐南幹線

C．鉄塔組立工事

C

Ａ

B

至 南相馬（変）

相馬双葉幹線

相馬双葉幹線
接続変更

至 東京電力PG
福島幹線山線

至 東京電力PG
南いわき（開）

丸森いわき幹線

至
宮城丸森(開)

（2023年2月下旬～3月上旬）

【工事実施状況】
準備工事（伐採・仮設造成）
鉄塔基礎工事
鉄塔組立工事
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（2023年2月22日撮影）

2-3 工事の状況（⑤ 宮城丸森開閉所新設）

（2023年2月22日撮影）

全景（南側より撮影） 全景（北側より撮影）
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事業実施主体 主な工事

東北電力ネットワーク ① 宮城丸森幹線新設 ② 丸森いわき幹線新設、
③ 相馬双葉幹線接続変更 ④ 宮城丸森開閉所への既設500kV送電線引込
⑤ 宮城丸森開閉所新設 ⑥ 宮城中央変電所500kV送電線引出

東京電力パワーグリッド ③ 相馬双葉幹線接続変更（福島幹線山線鉄塔建替工事）

（参考）工事概要

発電所

変電所

開閉所
500kV送電線

275kV送電線

黒：既設

赤：対策箇所

緑：短工期対策箇所

東京電力PG
南いわき（開）

東京電力PG
新いわき（開）

東京電力PG
福島幹線山線

西仙台(変)

南相馬（変）

西山形(変)

宮城(変)

新庄(変)

越後（開）

東京電力PG
新福島（変）

宮城中央(変)

青葉幹線

常磐北幹線

常磐南幹線

東京電力PG
川内線

①500kV 送電線新設 79km

②500kV 送電線新設 64km

➂500kV 送電線新設 16km

④新設開閉所への既設500kV
送電線引込

⑤500kV 開閉所新設

⑥500kV 送電線引出
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1. 東京中部間連系設備に係る広域系統整備計画

2. 東北東京間連系線に係る広域系統整備計画

3. 北海道本州間連系設備に係る広域系統整備計画



223-1 進捗状況の確認

◼ 事業実施主体（北海道電力ネットワーク、東北電力ネットワーク）より送配電等業務指針第
53条に基づき四半期（2023年3月末時点）の進捗状況が提出され、運開時期に遅延がな
いことを確認した。

北斗変換所

大野

西双葉

上北変換所

上北青森

今別変換所

吉岡ｹｰﾌﾞﾙﾍｯﾄﾞ

竜飛ｹｰﾌﾞﾙﾍｯﾄﾞ 旧北本ﾙｰﾄ

新北本連系設備ルート

今別幹線

函館変換所

①北斗変換所交直変換設備増設
◼ 土木、建築設計（済）
◼ 主要機器発注手続き
◼ 建築工事発注手続き

➂北斗今別直流幹線増設（北斗～吉岡CH）
④北斗今別直流幹線増設（吉岡CH～竜飛CH）
⑤北斗今別直流幹線増設（竜飛CH～今別）
◼ 資材（鉄塔、電線、ケーブル）発注手続き
◼ 工事発注手続き
◼ 調査
◼ 用地対応

⑥今別幹線一部増強
◼ 調査
◼ 用地対応
◼ 資材（電線）発注手続き
◼ 工事発注手続き
◼ 準備工事（伐採・仮設造成）

②今別変換所交直変換設備増設
◼ 土木、建築設計（済）
◼ 主要機器発注手続き
◼ 建築工事発注手続き



233-2 主要工程

年度
区分

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

①
北斗変換所
交直変換設備増設
【北海道電力NW】

②
今別変換所
交直変換設備増設
【北海道電力NW】

③、④、⑤
北斗今別直流幹線増設
【北海道電力NW】

⑥
今別幹線一部増強
【東北電力NW】

調査・用地対応・測量等

施工（ケーブル）

試験

試験

施工（電線張替）

施工

交直変換装置 運開

試験

直流送電線 運開

調査・用地対応・実施設計

設計・発注契約・製作

▼2021.10主要機器発注手続き開始

▼着工

施工

▼着工

設計・発注契約・製作

▼2021.10主要機器発注手続き開始

交直変換装置 運開

交流送電線 運開
▼着工

▼2021.8主要工事等予報発注手続き開始

▼2021.8主要工事等予報発注手続き開始

2023.3末進捗
▼着工

試験

試験

施工（架空線）

：前回からの変更箇所



243-3 工事の状況（①北斗変換所交直変換設備増設）

（着工前）

交直変換設備(既設)
30万kW×1台

交流設備(今回設置)
・交流開閉装置 2回線
・275kV変圧器(所内用)1台

275kV交流送電線

275kV交流送電線

250kV北斗今別直流幹線

交直変換設備(今回設置)
・30万kW×1台



253-3 工事の状況（②今別変換所交直変換設備増設）

交直変換設備(既設)
30万kW×1台

交流設備(今回設置)
・交流開閉装置2回線
・275kV変圧器(所内用)1台

250kV北斗今別直流幹線

275kV交流送電線

275kV交流送電線

交直変換設備(今回設置)
・30万kW×1台

（着工前）



263-3 工事の状況（⑥今別幹線一部増強）

（2023年3月上旬撮影）A．仮設工事

Ｃ．除雪工事

B．除雪工事

C

Ａ

B

青森市

青森(変)



27（参考）工事概要

事業実施主体 主な工事

北海道電力ネットワーク ①北斗変換所交直変換設備増設
②今別変換所交直変換設備増設
➂、④、⑤北斗今別直流幹線増設

東北電力ネットワーク ⑥今別幹線一部増強


